
特集

　令和元年度から、市町村（特別区を含む。以下同じ。）を中心とする森林整備を進めるための新たな財源として、
森林環境譲与税の譲与が始まり、今年度で５年目を迎えました。全国の市町村では、譲与税の活用により、間伐等
の森林整備、人材育成・担い手の確保、木材利用・普及啓発などの取組が展開されています。また来年度からは、
森林環境譲与税の財源となる「森林環境税」の課税が始まります。
　本稿では、各自治体における森林環境譲与税の活用状況と、更なる活用促進や情報発信に向けた林野庁の取組
について紹介します。

森林を活かすしくみ
森林環境税・森林環境譲与税
～自治体の活用状況と林野庁の取組～
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全
国
の
市
町
村
で
、
譲
与
税
の
活
用
に
よ

り
、
森
林
整
備
、
人
材
育
成
、
木
材
利
用
・
普
及

啓
発
の
取
組
が
広
が
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

　
　

森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組

　
　

状
況

2

注１：総務省・林野庁調べ　
注２：本実績値には、森林環境譲与税と他の財源を組み合わせて行った事業の実施分も含まれている。市町村によって取組の内容は様々であり、

「主な取組実績」は、代表的なものを提示している。

表１：森林環境譲与税の市町村における主な取組実績（令和元年度～４年度）

　

森
林
整
備
と
し
て
は
、
譲
与
税
と
併
せ
て

創
設
さ
れ
た
「
森
林
経
営
管
理
制
度
」
に
よ

り
、
森
林
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
や
、
経
営

管
理
権
集
積
計
画
の
策
定
、
同
計
画
に
基
づ

く
間
伐
等
の
森
林
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
花
粉
発
生
源
対
策
と
し
て
の

ス
ギ
の
植
替
え
、
道
路
や
電
線
等
の
イ
ン

フ
ラ
施
設
周
辺
の
森
林
の
整
備
な
ど
、
地
域

の
森
林
の
課
題
に
応
じ
た
取
組
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
４
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
、
約
９
・
８

万
ha
の
森
林
整
備
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

（
１
）
森
林
整
備

　

森
林
整
備
を
進
め
る
た
め
に
は
、
現
場
の

担
い
手
と
な
る
林
業
従
事
者
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
林
業
は
、
労
働
災
害
の
発

生
が
高
い
な
ど
労
働
環
境
は
極
め
て
厳
し

く
、
林
業
従
事
者
の
給
与
は
全
産
業
平
均
に

比
べ
て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
森
林
整
備
を
担
う
人
材

を
育
成
・
確
保
す
る
た
め
、
多
く
の
市
町
村

で
林
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
の
研
修

や
、
林
業
従
事
者
へ
の
安
全
防
護
服
の
購
入

（
２
）
人
材
育
成

補
助
、
林
業
に
必
要
な
技
能
講
習
経
費
へ
の

助
成
等
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
、
約
２
・
７

万
人
が
研
修
等
に
参
加
し
ま
し
た
。

約１２.５万ha

約５.９千ha

（約３.６千ha）

約８９千m

約１千m

約６.５千人

約５.４千㎥

約９００回

約８８千人

約１８.０万ha

約３０.８千ha

（約１４.２千ha）

約４０６千m

約１４千m

約６.４千人

約２２.５千㎥

約１，８００回

約１２５千人

約１８.３万ha

約４３.３千ha

（約１９.９千ha）

約５０２千m

約１２千m

約９.５千人

約２７.６千㎥

約２，４００回

約１８９千人

約７０.４万ha

約９７.９千ha

（約４８.０千ha）

約１，２３０千m

約３２千m

約２７.４千人

約６８.９千㎥

約６，１００回

約４５８千人

約２１.６万ha

約１７.９千ha

（約１０.３千ha）

約２３３千m

約５千m

約５.０千人

約１３.４千㎥

約１，０００回

約５６千人

人材の育成・担い手の
確保

木材利用・普及啓発

区分 主な取組実績　 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

間伐等の森林整備関係

意向調査実施面積

森林作業道の整備

研修等の参加者数

木材利用量

イベント、講習会等

参加者等

（参考）
累計

森林整備面積
（うち間伐面積）

林道・林業専用道の
整備

　
「
森
林
環
境
税
」
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
、

個
人
住
民
税
均
等
割
の
枠
組
み
を
用
い
て
、

市
町
村
が
国
税
と
し
て
１
人
年
額
１
，０
０

０
円
を
徴
収
す
る
新
た
な
税
で
す
。

一
方
、「
森
林
環
境
譲
与
税
（
以
下
「
譲
与

税
」
と
い
う
。）」
は
、
森
林
環
境
税
に
よ
る

税
収
を
原
資
と
し
て
、
市
町
村
に
お
け
る
森

林
整
備
の
促
進
の
た
め
に
、
市
町
村
と
都
道

府
県
に
譲
与
さ
れ
る
財
源
で
す
。
既
に
、
令

和
元
年
度
か
ら
譲
与
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、

各
自
治
体
へ
の
譲
与
額
は
、
自
治
体
別
の
私

有
林
人
工
林
面
積
、
林
業
就
業
者
数
及
び
人

口
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ
ま
す
。
令
和
５
年

度
は
、
全
国
で
総
額
５
０
０
億
円
が
譲
与
さ

れ
ま
す
。

　

譲
与
税
の
使
途
は
、「
森
林
環
境
税
及
び

森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
（
平
成
31

年
法
律
第
３
号
）」に
基
づ
き
、
市
町
村
で
は
、

間
伐
等
の「
森
林
の
整
備
に
関
す
る
施
策
」と
、

人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保
、
木
材
利
用
の

促
進
や
普
及
啓
発
等
の
「
森
林
の
整
備
の
促

進
に
関
す
る
施
策
」
に
、
都
道
府
県
で
は
「
森
林

整
備
を
実
施
す
る
市
町
村
の
支
援
等
に
関
す

る
施
策
」
に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
同
法
に
よ
り
、
全
て
の
自
治
体
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
り
、
譲
与
税
の
使

途
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
　

森
林
環
境
税
と
森
林
環
境

　
　

譲
与
税
の
仕
組
み

1
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譲
与
税
の
開
始
を
契
機
と
し
て
、
都
市
部

と
山
村
部
の
市
町
村
に
よ
る
連
携
の
取
組
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
都
市
部
と
山
村

部
の
市
町
村
が
協
定
を
締
結
し
た
上
で
、

山
村
部
に
お
け
る
森
林
整
備
の
費
用
に
都
市

部
の
譲
与
税
を
充
当
す
る
取
組
や
、
山
村
部

で
の
森
林
整
備
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
を
都

市
部
で
の
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
に
活
用
す

る
取
組
、
都
市
部
の
住
民
に
よ
る
植
樹
体
験

（
４
）
都
市
部
と
山
村
部
の
連
携

　

森
林
整
備
を
進
め
る
た
め
に
は
、
間
伐
等

で
伐
採
さ
れ
た
木
材
を
建
築
物
等
に
有
効
に

利
用
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
皆
様
に
、
森

林
整
備
の
必
要
性
や
木
材
利
用
の
意
義
を
理

解
し
て
頂
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

木
材
利
用
と
し
て
は
、
都
市
部
の
市
町
村

を
中
心
に
庁
舎
や
学
校
等
の
公
共
建
築
物
の

木
造
化
や
内
装
の
木
質
化
、
地
域
材
を
利
用

し
た
木
製
品
の
設
置
や
出
産
の
お
祝
い
品
と

し
て
の
贈
呈
な
ど
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

普
及
啓
発
と
し
て
は
、
市
民
と
一
体
と
な
っ

た
森
林
の
保
全
活
動
や
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
の
木
育
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

令
和
４
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
、
約
６
・

９
万
㎥
の
木
材
が
活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、

約
６
，１
０
０
回
の
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
が

実
施
さ
れ
、
約
45
・
８
万
人
の
方
々
が
参
加

し
ま
し
た
。

（
３
）
木
材
利
用
・
普
及
啓
発

中学校図書館の内装木質化
（東京都江戸川区）

市民等を対象とした植樹イベント
（茨城県神栖市）

高校生によるベンチの制作
（岡山県岡山市）

送電線周辺の森林整備
（千葉県君津市）

手入れ不足森林の間伐
（静岡県小山町）

安全防護服の購入補助
（石川県穴水町）

林業アカデミーでの研修
（鳥取県日南町）

林業シミュレーターでの研修
（大分県）

花粉発生源対策となるコナラへの植替え
（鳥取県八頭町）
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林
野
庁
で
は
、
市
町
村
に
お
け
る
譲
与
税

の
活
用
促
進
を
図
る
た
め
、
人
材
育
成
、
情

報
提
供
、
体
制
整
備
な
ど
の
支
援
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
　

林
野
庁
に
よ
る
森
林
環
境

　
　

譲
与
税
の
活
用
促
進
に

　
　

向
け
た
取
組

　

林
野
庁
で
は
、
市
町
村
へ
の
技
術
的
助
言
・

指
導
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
技
術
者
（
通
称
：

森
林
経
営
管
理
リ
ー
ダ
ー
）
を
育
成
す
る
た

め
、
都
道
府
県
の
地
方
機
関
や
市
町
村
支
援

組
織
の
職
員
を
対
象
と
す
る
「
森
林
経
営
管

理
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
５
年
間
で
、
全
国
37
カ
所

で
開
催
し
、
の
べ
７
８
８
名
が
受
講
し
ま
し

た
。
ま
た
、
都
道
府
県
が
実
施
す
る
市
町
村

職
員
向
け
の
説
明
会
や
研
修
会
等
に
林
野
庁

職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
10
月
末
ま
で
に
36
回
の
説
明
会
等

に
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

（
１
）
人
材
育
成

　
「
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」（
以
下
「
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
い
う
。）
制
度
は
、市
町
村
・

都
道
府
県
が
、
森
林
・
林
業
の
専
門
知
識
を

有
す
る
技
術
者
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
委

嘱
又
は
業
務
委
託
す
る
仕
組
み
で
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
活
動
に
要
し
た
経
費
の
一
部
（
都

道
府
県
：
５
割
、
市
町
村
：
７
割
）
は
、
総

務
省
か
ら
特
別
交
付
税
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

令
和
４
年
度
に
は
、
全
国
２
０
４
の
自
治
体

で
３
０
７
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
活
用
さ
れ

ま
し
た
。

（
３
）
体
制
整
備

　

林
野
庁
で
は
、
毎
年
度
、
各
地
に
お
け
る

譲
与
税
を
活
用
し
た
様
々
な
取
組
事
例
を
整

理
し
た
「
森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
事
例
集
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
３
冊
の
事

例
集
を
作
成
し
て
、
計
４
１
２
の
事
例
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
と
市
町
村
の
関
係
者
に
、

（
２
）
情
報
提
供

森
林
経
営
管
理
制
度
と
譲
与
税
に
関
す
る
最

新
の
動
向
を
伝
え
る
た
め
、
令
和
４
年
度
か

ら
毎
月
一
回
、
情
報
誌
「
シ
ュ
ー
セ
キ
！
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
の
皆
様
が
譲
与
税
の
具
体
的
な
使

途
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

林
野
庁
と
総
務
省
は
、
令
和
４
年
度
に
、
譲

与
税
を
活
用
し
て
実
施
可
能
な
市
町
村
の
取

組
の
例
（
通
称
：
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
）
を

作
成
・
公
表
し
ま
し
た
。
本
年
５
月
に
は
、

市
町
村
に
よ
る
ス
ギ
人
工
林
等
の
伐
採
・
植

替
え
や
森
林
所
有
者
へ
の
植
替
え
の
補
助
、

花
粉
の
少
な
い
苗
木
増
産
へ
の
支
援
、
ナ
ラ

枯
れ
対
策
を
リ
ス
ト
に
追
加
し
ま
し
た
。

（
な
お
、
譲
与
税
の
使
途
は
、
本
リ
ス
ト
に
掲
げ
ら

れ
た
項
目
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
森
林
整

備
及
び
森
林
整
備
の
促
進
に
該
当
す
る
内
容
で
あ

れ
ば
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
創
意
工
夫
に
よ

る
取
組
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。）。

　

譲
与
税
の
活
用
額
は
、
令
和
元
年
度
の
96

億
円
か
ら
、
令
和
４
年
度
に
は
３
９
９
億
円

（
譲
与
額
に
対
す
る
割
合
は
80
％
）
ま
で
増

加
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
活
用
予
定
額
は
５
３
７
億

円
で
、
譲
与
額
に
対
す
る
割
合
は
１
０
７
％

に
達
し
ま
し
た
（
表
２
）。

　
　

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
額

東京都千代田区と岐阜県高山市が
連携した森林体験イベント

東京都新宿区が長野県伊那市の
森林整備を支援

3

4

表２：森林環境譲与税の活用額

や
森
林
環
境
教
育
と
組
み
合
わ
せ
た
取
組
、

山
村
部
で
の
森
林
整
備
に
よ
り
生
産
さ
れ
た

木
材
を
都
市
部
で
活
用
す
る
取
組
な
ど
、
双

方
に
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
連
携
の

取
組
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
に
は
、
全
国
１
５
８
市
町
村

等
の
参
画
に
よ
り
、
43
件
の
連
携
の
取
組
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

注１：総務省・林野庁調べ　
注２：令和５年度（予定）の金額については、令和５年３月時点で自治体への聞き取り結果をとりまとめたもの
　　（一部、９月時点で聞き取ったものを含む）。

（　　）
６５億円
（４１％）

１６０億円

３１億円
（７８％）

４０億円

９６億円
（４８％）

２００億円

１６３億円
（４８％）

３４０億円

４７億円
（７８％）

６０億円

２１０億円
（５３％）

４００億円

３４１億円
（７８％）

４４０億円

５８億円
（９７％）

６０億円

３９９億円
（８０％）

５００億円

４６７億円
（１０６％）

４４０億円

７０億円
（１１７％）

６０億円

５３７億円
（１０７％）

５００億円

２１７億円
（６４％）

３４０億円

５３億円
（８８％）

６０億円

２７０億円
（６８％）

４００億円

都道府県

合計

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

市町村
活用額

譲与額

活用額

譲与額

活用額

譲与額

令和５年度
（予定）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）
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７　

お
わ
り
に

　

令
和
６
年
度
か
ら
、
譲
与
税
の
財
源
と
な

る
森
林
環
境
税
の
課
税
が
始
ま
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
譲
与
税
の
活
用
状
況
に
対
す
る

社
会
の
関
心
は
大
き
く
高
ま
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
そ
の
際
、
納
税
者
の
皆
様
に
新
た
な

税
の
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
各
地
域
に
お
け
る
譲
与
税
に
よ
る
取
組

の
成
果
・
効
果
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い

く
こ
と（
広
報
活
動
）が
極
め
て
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
本
年
10
月
に
、
森
林
環
境

税
・
森
環
境
林
譲
与
税
に
関
す
る
新
た
な

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。
林
野
庁

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
も
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
７
月
に
は
、
政
府
広
報
ラ
ジ

オ
番
組
で
、
森
林
整
備
の
重
要
性
と
譲
与
税

を
活
用
し
た
取
組
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
　

情
報
発
信
・
広
報

　

さ
ら
に
、
総
務
省
と
連
携
し
て
、
森
林
環

境
税
・
森
林
環
境
譲
与
税
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
「
国
民
一
人
一
人
が
、
森
を
支
え
る
。

森
林
環
境
税
」
を
作
成
し
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ

ラ
シ
に
よ
り
、
各
種
行
事
で
積
極
的
な
広
報

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
自
治
体
や
関
係
団

体
に
も
幅
広
く
配
布
し
て
い
ま
す
。

5

6

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
取
組
事
例
集
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/keikaku/kankyouzei/kanky
ouzei_jouyozei.htm

l

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
ご
案
内
）

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/keikaku/tiikirinnseiadobaiz
a.htm

lシ
ュ
ー
セ
キ
！
は
こ
ち
ら

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/keikaku/keieikanri/sinrinke
ieikanriseido.htm

l#3.4

　

林
野
庁
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

https://w
w
w
.facebook.com

/rinyajapan

　

森
林
環
境
税
・
森
林
環
境
譲
与
税

に
関
す
る
新
た
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp
/j/keikaku/kankyouzei/23101
8.htm

l

　

森
林
環
境
税
・
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
森
林

を
持
続
的
に
守
り
育
て
て
い
く
た
め
に
、「
国

民
一
人
一
人
が
、
森
を
支
え
る
」
新
た
な
仕
組

み
で
す
。
森
林
環
境
税
の
課
税
は
、
令
和
６
年

６
月
か
ら
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
納
税
者
の
皆
様

か
ら
、
新
た
な
税
に
対
す
る
理
解
を
得
る
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
と
し
て
も
、
引
き
続

き
、
市
町
村
等
と
協
力
し
な
が

ら
、
各
地
域
で
の
効
果
的
な
活

用
に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
譲
与
税
に
よ
る
成

果
を
積
極
的
に
広
報
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
て

も
、
森
林
整
備
の
必
要
性
や
譲

与
税
の
活
用
成
果
に
つ
い
て
、

積
極
的
な
広
報
活
動
を
展
開

す
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▲ＰＲチラシ▲ＰＲチラシ

　

林
野
庁
で
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
募
集
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
活
用
希
望
の
あ
る
市
町
村
の
情
報

を
技
術
者
団
体
に
提
供
し
、
当
該
市
町
村
の

一
覧
を
林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
新
た
に
、
各
地
で

活
躍
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
相
互
連
携
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
地
域
林
政

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
連
携
促
進
研
修
」
を
開
始
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
全
国
３
カ
所
で
開
催
し

て
、
計
33
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
研
修
で

は
、
林
野
庁
か
ら
の
情
報
提
供
の
み
な
ら
ず
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
事
例
発
表
や
、
参
加

者
間
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
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https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/kankyouzei/kankyouzei_jouyozei.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/tiikirinnseiadobaiza.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/keieikanri/sinrinkeieikanriseido.html#3.4
https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/kankyouzei/231018.html
https://www.facebook.com/rinyajapan



